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日
本
近
代
文
学
会

関
西
支
部

会
報

第
６
号

関
西
支
部
事
務
局

･

７･

02

31

研
究
会
編
䢣
主
に
関
西
で
行
な
わ
れ
て
い

る
研
究
会
に
つ
い
て
、
以
下
の
項
目
順
で

紹
介
し
ま
す
（
順
不
同
）
。

①
会
の
名
称

②
代
表
者
ま
た
は
事
務
局
等
の
連
絡
先

③
入
会
案
内

④
そ
の
他

①
芥
川
龍
之
介
研
究
会

②
吉
岡
由
紀
彦
（
事
務
局
）
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジh
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
g
e
o
c
i
t
i
e
s
.
c
o
.
j
p
/
B
o

o
k
e
n
d
-
R
y
u
n
o
s
u
k
e
/
5
5
6
9

、
掲
示
板h

t
t

p
:
/
/
b
b
s
1
0
.
o
t
d
.
c
o
.
j
p
/
1
0
1
9
7
7
8
/
b
b
s

_
p
l
a
i
n

③
本
会
は
、
大
学
の
枠
を
超
え
て
、
芥
川

龍
之
介
に
つ
い
て
研
究
す
べ
く
、
関
西

在
住
の
院
生
・
研
究
生
・
大
学
教
員
を

中
心
に
一
九
九
八
年
に
発
足
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
の
会
員
数
は
十
余
名
で
す
。

東
京
・
新
潟
・
四
国
か
ら
も
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
作
家
（
漱
石

や
武
者
小
路
）
を
研
究
対
象
と
す
る
方

も
来
て
下
さ
っ
て
お
り
ま
す
。
年
四
回

（
四
、
六
、
九
、
十
二
月
）
、
土
曜
日
に

大
阪
市
内
で
研
究
発
表
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
参
加
資
格
は
設
け
て
お
り
ま

せ
ん
が
、
読
書
会
や
愛
好
会
で
は
な
く

｢

研
究
会｣

だ
と
い
う
点
だ
け
は
ふ
ま
え

て
お
い
て
頂
き
た
く
存
じ
ま
す
。

④
こ
れ
ま
で
の
活
動
内
容
（
発
表
題
目
・

発
表
者
・
会
場
等
）
に
つ
い
て
は
、
『
國

文
学
』「
学
界
教
育
界
の
動
向
」
欄
、『
文

学
・
語
学
』｢

彙
報
」
欄
、
『
い
ず
み
通

信
』｢

催
し･

研
究
会･

同
人
誌
な
ど
の
ご

案
内｣

欄
を
参
照
下
さ
い
。
通
信
費
を
頂

け
れ
ば
葉
書
で
、
ア
ド
レ
ス
を
お
教
え

頂
け
れ
ば
メ
ー
ル
で
例
会
案
内
を
送
ら

せ
て
頂
き
ま
す
。

①
三
重
近
代
文
学
研
究
会

②
〒

䢢

伊
勢
市
神
田
久
志
本
町
一
七

516

8555

〇
四
、
皇
學
館
大
学
文
学
部
半
田
教
室
、

℡
〇
五
九
六
䢢
二
二
䢢
六
四
一
〇

③
七
月
、
十
二
月
の
第
三
土
曜
日
（
年
２

回
）

①
近
代
部
会
（
大
阪
国
文
談
話
会
）

②
鳥
井
正
晴
、
相
愛
女
子
短
期
大
学

日
本

語
日
本
文
学
研
究
室
、
〒

䢢

大
阪

559

0033

市
住
之
江
区
南
港
中
四
䢢
四
䢢
一
、
℡

〇
六
䢢
六
六
一
二
䢢
五
九
〇
〇
㈹

③
漱
石
の
作
品
を
、
章
を
追
っ
て
、
丁
寧

に
読
ん
で
い
く
、
輪
読
会
で
す
。

①
文
学
論
を
読
む
会

②
鳥
井
正
晴
、
相
愛
女
子
短
期
大
学

日
本

語
日
本
文
学
研
究
室
、
〒

䢢

大

559

0033

阪
市
住
之
江
区
南
港
中
四
䢢
四
䢢
一
、

℡
〇
六
䢢
六
六
一
二
䢢
五
九
〇
〇
㈹

③
バ
フ
チ
ン
を
、
輪
読
し
ま
す
。
テ
ク
ス

ト

バ
フ
チ
ン[

行
為
の
哲
学
に
よ
せ
て]

[

美
的
活
動
に
お
け
る
作
者
と
主
人
公]

（
ミ
ハ
イ
ル
・
バ
フ
チ
ン
全
著
作
・
第

１
巻
、
水
声
社
）

①
島
尾
文
学
研
究
会

②
代
表

高
坂
薫
、
事
務
局

プ
ー
ル
学

院
大
学
西
尾
宣
明
研
究
室
、
〒

䢢
590

0114

堺
市
槙
塚
台
四
䢢
五
䢢
一
、
℡
〇
七
二

䢢
二
九
二
䢢
七
二
〇
一(

代
表)

③
研
究
会
は
、
原
則
と
し
て
年
二
回
。
参

加
希
望
者
は
、
事
務
局
へ
ご
一
報
く
だ

さ
い
。

会
員
の
業
績
編

〈
凡
例
〉

著
書
名
䢧
䢧
『

』

論
文
名
䢧
䢧
「

」

掲
載
誌
紙
名
䢧
䢧
『

』

注
記
等
䢧
䢧
（

）

※
著
書
、
論
文
（
そ
の
他
を
含
む
）
の
順

に
そ
れ
ぞ
れ
発
表
順
に
並
べ
た
。

※
掲
載
誌
紙
の
巻
号
数
は
省
略
し
、
原
則

と
し
て
雑
誌
は
発
行
月
の
み
、
新
聞
は

発
行
月
日
を
記
し
た
。
発
行
月
の
う
ち

４
月
～

月
は
二
〇
〇
一
年
、
１
月
～

12

３
月
は
二
〇
〇
二
年
の
も
の
で
あ
る
。

発
行
月
で
は
な
く
月
号
数
に
な
っ
て
い

る
も
の
も
あ
る
。

※
原
則
と
し
て
雑
誌
の
編
者
名
・
発
行
所

名
は
省
略
し
、
単
行
本
の
編
著
者
名
・

発
行
所
名
等
は
会
員
の
届
出
に
記
載
の

あ
る
も
の
の
み
記
し
た
。

※
著
書
名
・
論
文
名
・
掲
載
誌
紙
名
の
用

字
は
、
原
則
と
し
て
会
員
届
出
の
記
載

に
拠
っ
て
い
る
。

ア
行
の
部

青
田
寿
美

○
「
『
鴎
外
全
集
』
第
三
十
五
巻

日
記
索

引
（
人
名
篇
）
」
『
神
女
大
国
文
』
３
月

明
里
千
章

○
『
谷
崎
潤
一
郎

自
己
劇
化
の
文
学
』

和
泉
書
院
、
６
月

○
「
自
分
の
手
で
書
く
と
い
う
こ
と
䢣
『
谷

崎
潤
一
郎
＝
渡
辺
千
萬
子

往
復
書
簡
』

を
め
ぐ
っ
て
䢣
」
『
芦
屋
市
谷
崎
潤
一
郎
記

念
館
ニ
ュ
ー
ス
』
９
月

○
「
谷
崎
潤
一
郎
全
作
品
事
典
」
内
、
二

九
編
『
別
冊
國
文
学

谷
崎
潤
一
郎
必
携
』

月
11○

「
「
瘋
癲
老
人
日
記
」
＝
荷
風
へ
の
オ
マ

ー
ジ
ュ
」
『
金
蘭
国
文
』
３
月

足
立
直
子

○
「
芥
川
龍
之
介
『
お
富
の
貞
操
』
論
䢣

芥
川
の
貞
操
観
と
お
富
の
〈
確
信
〉
䢣
」

『
日
本
文
藝
研
究
』
３
月

岩
見
幸
恵

○
「
金
子
み
す
ゞ
と
マ
ザ
ー
・
グ
ー
ス
䢣

シ
ー
ク
エ
ン
ス
す
る
世
界
䢣
」
『
金
子
み
す

ゞ
永
遠
の
母
性
』
勉
誠
出
版
、
８
月

○
「
永
井
荷
風
『
す
み
だ
川
』
本
文
改
訂

に
つ
い
て
の
一
考
察
䢣
古
典
、
外
国
文
学
、

江
戸
芸
術
と
の
関
わ
り
で
䢣
」『
親
和
國
文
』

月
12梅

本
宣
之

○
『
高
見
順
研
究
』
和
泉
書
院
、
３
月

岡
田
正
子

○
「
幸
田
露
伴
『
風
流
佛
』
考
䢣
「
発
端

如
是
我
聞
」
と
「
團
圓

諸
法
實
相
」
を
め

ぐ
っ
て
の
西
欧
的
、
キ
リ
ス
ト
教
的
視
点

か
ら
の
考
察
䢣
」
『
日
本
文
藝
研
究
』
９
月

荻
原
桂
子

○
『
増
補

夏
目
漱
石
の
作
品
研
究
』
花
書

院
、
４
月

○
「
魔
の
物
語
䢣
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
『
不

思
議
の
国
の
ア
リ
ス
』
と
宮
沢
賢
治
『
注

文
の
多
い
料
理
店
』
」
（
口
頭
発
表
）
、
日

本
比
較
文
学
会
九
州
大
会
（
於
佐
賀
女
子

短
期
大
学
）
、
７
月

○
「
宮
沢
賢
治
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』

論
䢣
〈
ほ
ん
た
う
の
た
べ
も
の
〉
に
つ
い

て
䢣
」
『
九
州
女
子
大
学
紀
要
』
９
月

○
「
生
涯
学
習
と
し
て
の
鴎
外
の
読
書
」

『
九
州
共
立
大
学
・
九
州
女
子
大
学
・
九

州
女
子
短
期
大
学
生
涯
学
習
研
究
セ
ン
タ

ー
紀
要
』
３
月
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○
「
芥
川
龍
之
介
『
歯
車
』
論
䢣
不
条
理

な
意
識
」
『
九
州
女
子
大
学
紀
要
』
３
月

奥
野
久
美
子

○
「
芥
川
龍
之
介
「
枯
野
抄
」
論
」
『
国
語

国
文
』
８
月

○
「
大
正
前
期
の
歴
史
小
説
・
史
劇
論
䢣

〈
新
解
釈
〉
と
〈
歴
史
性
〉
を
め
ぐ
る
文

壇
的
背
景
芥
川
䢣
」
『
京
都
大
学
国
文
学
論

叢
』

月
11カ

行
の
部

金
岡
直
子

○
「
安
岡
章
太
郎
䢣
「
悪
友
も
の
」
を
め

ぐ
っ
て
䢣
」
『
昭
和
文
学
研
究
』
３
月

川
端
俊
英

○
『
人
権
か
ら
み
た
文
学
の
世
界
・
大
正

篇
』
部
落
問
題
研
究
所
、
４
月

○
「
津
田
潔
『
破
戒
』
研
究
の
提
起
に
応

え
て
」
『
部
落
問
題
研
究
』
６
月

北
川
扶
生
子

○
「
『
虞
美
人
草
』
と
〈
美
文
〉
の
時
代
」

『
漱
石
か
ら
漱
石
へ
』
翰
林
書
房
、

年
00

５
月

○
「
言
葉
と
身
体
䢣
夏
目
漱
石
『
行
人
』

の
場
合
」『
近
世
と
近
代
の
通
廊
』
双
文
社
、

年
２
月

01○
「
尾
崎
翠
『
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
の
午
後
』

に
お
け
る
パ
ロ
デ
ィ
の
方
法
」
『
解
釈
』
１

月○
「
谷
崎
潤
一
郎
『
春
琴
抄
』
の
世
界
」

『
愛
の
言
葉
』
鳥
取
大
学
教
育
地
域
科
学

部
国
際
言
語
文
化
講
座
、
３
月

木
村
有
美
子

○
『
内
田
魯
庵
研
究
䢣
明
治
文
学
史
の
一

側
面
』
（
和
泉
選
書
）
和
泉
書
院
、
５
月

國
中

治

○
「
立
原
道
造
「
緑
蔭
倶
楽
部
」
の
物
語

と
詩
」
『
「
日
本
現
代
詩
研
究
者
国
際
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
会
報
』
４
月

○
「
純
粋
培
養
さ
れ
た
〈
四
季
派
〉
䢣
能

美
九
末
夫
」
『
詩
と
思
想
』
６
月

○
「
前
衛
詩
人･

立
原
道
造
」『
詩
と
思
想
』

月
10○

「
立
原
道
造
「
オ
メ
ガ
ぶ
み
」
を
読
む

䢣
フ
ー
ガ
の
適
用
」
『
〔
神
戸
松
蔭
女
子
学

院
大
学
・
短
期
大
学
〕
研
究
紀
要
（
人
文

科
学
・
自
然
科
学
篇
）
』
３
月

○
「
立
原
道
造
の
椅
子･

萩
原
朔
太
郎
の
椅

子
」
『
詩
界
』
３
月

久
保
田
暁
一

○
「
椎
名
麟
三
と
三
浦
綾
子
の
異
同
点
」

『

椎
名
麟
三
䢣
自
由
の
彼
方
で
』

月
11

○
「
椎
名
麟
三
と
カ
ミ
ュ
」
椎
名
麟
三
研

究
会
編
著
『
論
集
椎
名
麟
三
』
お
う
ふ
う
、

３
月

倉
西

聡

○
「
②
福
永
武
彦
『
風
の
か
た
み
』
論
䢣

そ
の
愛
の
形
に
つ
い
て
䢣
」『
武
庫
川
国
文
』

９
月

黒
田
大
河

○
「
宮
永
孝
著
『
ポ
ー
と
日
本
䢣
そ
の
受

容
の
歴
史
䢣
』
」
（
書
評
）
『
阿
部
知
二
研

究
』
４
月

○
「
兵
藤
裕
己
著
『
〈
声
〉
の
国
民
国
家
・

日
本
』
䢣
『
国
民
』
と
い
う
物
語
の
対
象

化
䢣
」
（
書
評
）
『
日
本
近
代
文
学
』

月
10

○
「
本
多
秋
五
『
物
語
文
学
史
』
」
川
村
湊

編
『
「
戦
後
」
と
い
う
制
度
䢣
戦
後
社
会
の

「
起
源
」
を
求
め
て
䢣
〈
文
学
史
を
読
み

か
え
る
第
５
巻
〉
』
（
文
献
解
題
）
、
３
月

○
「
言
葉
を
『
綴
る
』
の
は
誰
か
？
䢣
川

村
湊
『
作
文
の
な
か
の
大
日
本
帝
国
』
」（
書

評
）
同
前

小
林
幹
也

○
「
「
新
ハ
ム
レ
ツ
ト
」
論
ー
偽
善
を
め
ぐ

っ
て
ー
」
『
昭
和
文
学
研
究
』
９
月

○
「
太
宰
治
『
津
軽
』
と
戦
争
」
『
近
畿
大

学
日
本
語
・
日
本
文
学
』
３
月

サ
行
の
部

斎
藤
理
生

○
「
太
宰
治
『
眉
山
』
論
」
『
語
文
』

月
12

○

「
太
宰
治
「
吉
野
山
」
論
」
『
解
釈
』

２
月

佐
伯
順
子

○
「
泉
鏡
花
と
視
聴
覚
芸
術
３
『
夜
行
巡

査
』
『
高
野
聖
』
」
『
瓜
生
通
信
』
５
月

○
「
泉
鏡
花
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
ー
䢣
『
天
守

物
語
』
の
視
聴
覚
的
展
開
」
『
国
文
学
』
５

月○
「
女
形
の
ジ
ュ
ネ
」
『
空
中
庭
園
『
バ
ル

コ
ン
』
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
６
月

○
「
遊
女
の
今
様
䢣
そ
の
比
較
文
化
的
広

が
り
」
『
中
世
文
学
』
６
月

○
「
泉
鏡
花
と
視
聴
覚
芸
術
４
『
婦
系
図
』

新
派
／
花
組
芝
居
」
『
瓜
生
通
信
』
８
月

○
「
女
主
人
公
は
誰
？
䢣
芸
者
と
女
学
生

の
は
ざ
ま
で
」
『
花
組
芝
居
『
泉
鏡
花
の
婦

系
図
』
公
演
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
』
８
月

○
「
泉
鏡
花
」『
日
本
の
こ
こ
ろ
〈
月
の
巻
〉
』

講
談
社
、

月
12

○
「
結
婚
の
「
常
識
」
を
め
ぐ
っ
て
」
『
常

識
の
社
会
心
理
』
北
大
路
書
房
、
２
月

○
「
泉
鏡
花
と
視
聴
覚
芸
術
５
『
天
守
物

語
』
」
『
瓜
生
通
信
』
３
月

○
「
女
と
男
の
位
相
䢣
能
、
狂
言
と
近
代

文
学
」
『
国
立
能
楽
堂
』
３
月

○
「
オ
ー
ラ
ン
ド
ー
の
矜
持
䢣
書
く
こ
と

と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
『
新
日
本
古
典
文
学
大
系

明
治
編
第

巻
月
報
６
』
岩
波
書
店
、
３

23

月佐
藤
和
夫

○
「
真
実
の
愛
に
生
き
る
䢣
『
失
楽
園
』

と
『
風
の
盆
恋
歌
』
」
『
神
戸
親
和
女
子
大

学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
紀
要
』

年
３
月

01

○
「
黒
島
傳
治
と
現
代
䢣
「
反
戦
へ
の
切

な
る
心
情
」
伝
え
た
い
」
『
毎
日
新
聞
』
７

月

日
13

○
『
黒
島
傳
治
全
集
』
全
５
巻
、
勉
誠
出

版
、
７
月

清
水
康
次

○
「
天
理
図
書
館
蔵
『
吾
輩
ハ
猫
デ
ア
ル
』

印
税
受
取
書
」
『
ビ
ブ
リ
ア
』
５
月

○
「
「
春
の
盗
賊
」
論
䢣
多
元
的
な
物
語
世

界
䢣
」
『
太
宰
治
研
究
』
６
月

○
「
『
暗
夜
行
路
』
「
第
二
」
を
読
む
䢣
直

面
の
時
・
発
見
の
時
」
『
京
都
光
華
女
子
大

学
研
究
紀
要
』

月
12

真
銅
正
宏

○
「
志
賀
直
哉
䢣
私
が
奈
良
に
住
ん
で
ゐ

た
頃
䢣
」
浅
田
隆
・
和
田
博
文
編
『
古
代

の
幻
』
世
界
思
想
社
、
４
月

○
「
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
䢣
古
代
と
い
う
幻
の

装
置
」
同
前

○
「
奈
良
を
舞
台
に
し
た
作
品
－
五
〇
の

窓
」
の
う
ち
「
小
室
案
外
堂
「
新
編
大
和

錦
」
／
池
田
小
菊
『
帰
る
日
』
／
中
里
介

山
「
夢
殿
」
／
三
上
於
菟
吉
『
天
誅
組
』

／
明
石
鉄
也
『
吉
野
の
朝
霧
』
」
、
同
前

○
「
反
抗
と
諦
め
」
『
週
刊
朝
日
百
科
世
界

の
文
学
』
朝
日
新
聞
社
、
５
月

○
「
森
の
な
か
の
海
（
上
・
下
）
宮
本
輝

著
」
（
書
評
）
『
日
本
経
済
新
聞
』
７
月
22

日○
「
書
評

江
種
満
子
・
井
上
理
恵
編
『
20
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世
紀
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
を
読
み
解
く
䢣
女

性
・
読
者
・
社
会
の

年
䢣
』
䢣
流
行
と

100

女
性
性
の
は
ざ
ま
で
䢣
」『
日
本
近
代
文
学
』

月
10○

「
中
野
重
治
を
教
え
る
困
難
」
『
梨
の
花

通
信
』

月
10

○
「
戯
作
と
論
説
の
邂
逅
䢣
「
吾
輩
は
猫

で
あ
る
」
論
䢣
」
『
漱
石
研
究
』

月
10

○
谷
崎
潤
一
郎
キ
ー
ワ
ー
ド
事
典
「
歌
舞

伎
／
文
楽
」
「
草
双
紙
」
「
聴
覚
／
音
曲
」

『
別
冊
国
文
学

谷
崎
潤
一
郎
必
携
』
11

月○
「
詩
の
押
韻
と
偶
然
䢣
九
鬼
周
造
の
偶

然
論
と
文
学
論
䢣
」
『
人
文
学
』

月
12

○
「
興
福
寺
」
浅
田
隆
・
和
田
博
文
編
『
世

界
遺
産
奈
良
』
風
媒
社
、
１
月

○
「
偶
然
性
と
文
学
の
蘇
生
」
（
双
曲
線
）

『
京
都
新
聞
』
１
月

日
23

○
「
偶
然
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
と
文
学

䢣
短
歌
と
私
小
説
を
め
ぐ
っ
て
䢣
」
『
人
文

学
』

月
12

○
『
言
語
都
市
・
パ
リ

1
8
6
2
-
1
9
4
5

』
（
共

編
著
、
共
著
者
和
田
博
文
・
竹
松
良
明
・

宮
内
淳
子
・
和
田
桂
子
）
藤
原
書
店
、
３

月杉
田
智
美

○
「
片
上
伸
『
文
芸
教
育
論
』
の
展
開
䢣

文
壇
か
ら
社
会
へ
䢣
」
『
阪
神
近
代
文
学
』

３
月

鈴
木
昭
一

○
「
『
夜
明
け
前
』
と
『
日
本
鉄
道
史
上
篇
』
」

『
青
須
我
波
良
』

年
３
月

01

○
「
藤
村
記
念
館
蔵

大
脇
信
興
筆
明
治

三
年
「
年
内
諸
事
日
記
帳
三
拾
壱
番
」
翻

刻
そ
の
一
䢣
」
『
帝
塚
山
芸
術
文
化
』

年
01

３
月

○
「
『
東
方
の
門
』
と
「
過
海
大
師
東
征
傳
」
」

『
青
須
我
波
良
』
３
月

須
田
千
里

○
「
近
代
文
学
の
中
の
『
書
画
骨
董
雑
誌
』
」

『
館
報
池
田
文
庫
』
４
月

○
「
佐
藤
春
夫
と
中
国
文
学
（
上
）
」
『
文

学
』
７
月

○
「
本
文
と
注
釈
」
『
日
本
近
代
文
学
』
10

月○
「
演
劇
関
係
雑
誌
の
な
か
の
作
家
た
ち
」

『
館
報
池
田
文
庫
』

月
10

○
「
「
明
治
の
精
神
」
と
は
何
か
䢣
『
心
』

に
お
け
る
「
先
生
」
の
死
を
め
ぐ
っ
て
䢣
」

『
文
学
・
増
刊
』

月
10

○
「
文
人
変
貌
論
」
（
座
談
会
）
『
文
学
』

１
月

○
「
女
物
語
䢣
続
き
物
、
紅
葉
、
鏡
花
䢣
」

『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
生
成

古
今
集
か
ら
鏡

花
ま
で
』
臨
川
書
店
、
３
月

タ
行
の
部

高
松
敏
男

○
「
若
き
日
の
涙
香
、
最
初
の
活
躍
䢣
『
大

阪
日
報
』
へ
の
投
稿
と
『
政
事
月
報
』
の

編
纂
䢣
」
伊
藤
秀
雄
・
榊
原
貴
教
共
編
『
黒

岩
涙
香
の
研
究
と
書
誌
〈
翻
訳
研
究
・
書

誌
シ
リ
ー
ズ
別
巻
１
〉
』
ナ
ダ
出
版
セ
ン
タ

ー
、
６
月

塚
田
満
江

○
「
現
代
女
流
文
学
考
䢣
そ
の
文
学
風
土

を
め
ぐ
っ
て
䢣
」
『
日
本
文
学
風
土
学
会
紀

事
』
６
月

外
村

彰

○
「
本
多
浩
『
室
生
犀
星
伝
』
」
（
書
評
）

『
日
本
文
学
』
９
月

○
「
犀
星
作
品
と
近
江
」『
室
生
犀
星
研
究
』

月
10○

「
岡
本
か
の
子
『
河
明
り
』
定
稿
校
異

（
三
）
」
『
京
都
学
園
中
学
高
校
論
集
』
11

月○
「
『
外
村
繁
書
誌
稿
』
補
遺
（
一
）
䢣
書

目
・
著
述
年
表
（
『
友
愛
』
誌
ほ
か
）
篇
䢣
」

『
論
究
日
本
文
学
』

月
12

鳥
井
正
晴

○
「
『
書
名
』
で
綴
る
、
「
漱
石
研
究
」
の

活
況
、
あ
れ
こ
れ
ぞ
な
、
も
し
」
『
門
（
鎌

倉
漱
石
の
会
・
会
報
）
』
３
月

○
「
明
暗
評
釈
十

第
二
十
五
章
～
第
二
十

九
章
」
『
相
愛
国
文
』
３
月

ナ
行
の
部

永
栄
啓
伸

○
「
異
端
者
の
悲
し
み
䢣
揺
れ
る
自
画
像
」

『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
６
月

○

「
痴
人
の
愛
」
ほ
か

編
の
作
品
紹
介

30

『
別
冊
国
文
学

谷
崎
潤
一
郎
必
携
』
11

月永
渕
朋
枝

○
「
『
新
生
』
の
内
な
る
透
谷
」
『
島
崎
藤

村
研
究
』
９
月

生
井
知
子

○
「
『
暗
夜
行
路
』
小
論
」
『
「
没
後

年
30

志
賀
直
哉
展
」
図
録
』

月
10

○
「
《
空
想
》
か
ら
『
智
慧
と
運
命
』
へ
䢣

『
暗
夜
行
路
』
『
城
の
崎
に
て
』
『
佐
々
木

の
場
合
』
の
場
合
䢣
」
『
志
賀
直
哉
全
集

補
巻
四

月
報
』
１
月

西
尾
宣
明

○
『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習
Ⅰ
』
（
共

著
）
樹
村
房
、
３
月

○
「
島
尾
敏
雄
の
小
説
解
釈
へ
の
一
つ
の

視
座
䢣
一
九
五
二
年
の
質
的
転
換
を
機
軸

に
䢣
」
『
阪
神
近
代
文
学
研
究
』
３
月

信
時
哲
郎

○
「
『
文
語
詩
稿

五
十
篇
』
」
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
』
８
月

○
「
結
核
患
者
・
宮
沢
賢
治
」
（
口
頭
発

表
）
、
上
智
国
文
学
会
、
１
月

○
「
宮
沢
賢
治
と
ハ
ヴ
ロ
ッ
ク
・
エ
リ
ス

性
教
育
・
性
的
周
期
律
・
性
的
抑
制
・

優
生
学
」
『
環
境
文
化
研
究
所
紀
要
』
３
月

○
「
ア
ル
バ
イ
ト
に
つ
い
て
語
っ
て
み
よ

う
」
共
著
『
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
演
習

Ⅰ
』
樹
村
房
、
３
月

ハ
行
の
部

橋
本

威

○
「
編
集
人
へ
の
手
紙
」『
Ｎ
Ａ
Ｎ
Ｉ
Ｗ
Ａ
』

７
月

○
「
啄
木
と
大
地
䢣
〈
大
地
〉
の
欠
如
䢣
」

『
Ｐ
Ｏ
』

月
11

○
「
〈
文
学
の
言
葉
〉
論
・
序
」
『
梅
花
女

子
大
学
文
学
部
紀
要
』

月
12

○
「
泣
き
ぬ
れ
て
蟹
と
た
は
む
る
石
川
啄

木
」
『
啄
木
文
庫
』
３
月

半
田
美
永

○
「
佐
藤
春
夫
と
蕪
村
・
子
規
䢣
『
熊
野

路
』
を
視
座
と
し
て
䢣
」
『
定
本
佐
藤
春
夫

全
集
月
報
』
臨
川
書
店
、
４
月

○
「
中
山
義
秀
「
台
上
の
月
」
」
『
中
日
新

聞
・
三
重
の
文
学
誌
』
５
月

日
15

細
江

洸

○
「
『
満
願
』
論
」
『
太
宰
治
研
究
』
６
月

○
「
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
」
「
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」

「
ス
カ
ト
ロ
ジ
ー
」
と
三
十
作
品
の
〔
初

出
〕
・
〔
梗
概
〕
・
〔
評
価
〕
『
別
冊
国
文
学

谷
崎
潤
一
郎
必
携
』

月
11

○

注
、
『
鍵
・
瘋
癲
老
人
日
記
』
（
新
潮

文
庫
）
、

月
12

○
「
上
山
草
人
年
譜
稿
（
一
）
䢣
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
」
『
甲
南
女
子
大
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学
文
学
部
研
究
紀
要
』
３
月

○
「
上
山
草
人
年
譜
稿
（
二
）
䢣
谷
崎
潤

一
郎
と
の
交
友
を
中
心
に
」
『
甲
南
国
文
』

３
月

○
「
谷
崎
潤
一
郎
と
小
野
賢
一
郎
・
「
草
汁
」

䢣
全
集
逸
文
紹
介
䢣
」
同
前

マ
行
の
部

前
田
貞
昭

○
「
「
正
し
い
本
文
」
は
存
在
す
る
の
か
？

䢣
井
伏
作
品
に
お
け
る
本
文
の
問
題
䢣
」

『
プ
ロ
ブ
レ
マ
テ
ィ
ー
ク
』
７
月

○
「
『
文
学
界
』（
聚
芳
閣
）
細
目
稿
補
遺
」

『
兵
庫
教
育
大
学
近
代
文
学
雑
志
』
１
月

○
「
井
伏
鱒
二
「
乳
母
車
」
を
め
ぐ
っ
て

䢣
「
歪
な
る
図
案
」
と
の
本
文
異
同
の
検

討
、
そ
の
他
䢣
」
同
前

○
「
『
文
学
界
』
（
聚
芳
閣
）
新
出
資
料
と

井
伏
鱒
二
聚
芳
閣
勤
務
時
代
」
『
言
語
表
現

研
究
』
３
月

宮
内
淳
子

○
「
堀
辰
雄
䢣
万
葉
び
と
を
求
め
て
」
『
古

代
の
幻

日
本
近
代
文
学
の
〈
奈
良
〉
』
世

界
思
想
社
、
４
月

○
「
天
使
は
夢
想
す
る
䢣
清
原
啓
子
の
銅

版
画
」
『
本
の
都
』
７
月

○
「
ス
フ
ィ
ン
ク
ス
は
夢
想
す
る
」
『
本
の

都
』
８
月

○
『
増
補
版

岡
本
か
の
子
論
』
Ｅ
Ｄ
Ｉ
、

８
月

○
「
富
ノ
澤
麟
太
郎
䢣
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
一

軌
跡
」
『
淵
叢
』
８
月

○
「
誰
も
い
な
い
異
界
䢣
ヒ
メ
を
殺
す
と

き
」
『
文
学
』

月
11

宮
川

康

○
「
散
る
日
本
」
「
禅
僧
」
「
木
々
の
精
、

谷
の
精
」
「
勉
強
記
」
「
醍
醐
の
里
」
「
総

理
大
臣
が
貰
っ
た
手
紙
の
話
」
『
国
文
学
解

釈
と
鑑
賞
別
冊

坂
口
安
吾
事
典
〔
作
品

編
〕
』
９
月

宮
薗
美
佳

○
「
夏
目
漱
石
「
一
夜
」
試
論
䢭
䢭
「
場
」

の
共
有
を
視
点
と
し
て
䢭
䢭
」
『
日
本
文
藝

研
究
』
６
月

宮
山
昌
治

○
「
芥
川
龍
之
介
主
要
文
献
目
録
」
（
昭
和

年
䢣
平
成

年
）
菊
地
弘
・
久
保
田
芳

60

13

太
郎
・
関
口
安
義
編
著
『
改
訂
版

芥
川

龍
之
介
事
典
』
７
月

ヤ
行
の
部

屋
木
瑞
穂

○
「
記
憶
の
風
景
䢣
樋
口
一
葉
「
雪
の
日
」

論
䢣
」
『
語
文
』

月
12

安
森
敏
隆

○
「
相
聞
歌
に
み
る
言
語
的
転
位
（
１
）

万
葉
か
ら
現
代
短
歌
へ
」
『
ポ
ト
ナ
ム
』
９

月○
「
相
聞
歌
に
み
る
言
語
的
転
位
（
２
）

万
葉
か
ら
現
代
短
歌
へ
」
『
ポ
ト
ナ
ム
』
10

月○
『
大
学
教
授
の
介
護
日
記

介
護
・
男

の
う
た
３
６
５
日
』
新
葉
館
出
版
、

月
11

○
『
介
護
う
た
あ
わ
せ

介
護
・
女
と
男

の
２
５
章
』
京
都
修
学
社
、
１
月

山
本
欣
司

○
「
明
治
の
森

時
代
人
物
（
西
郷
隆
盛

・
大
久
保
利
通
・
成
島
柳
北
・
高
畠
藍

泉
）
」
『
明
治
文
芸
館
Ⅰ
䢣
新
文
学
の
機
運

䢣
』
嵯
峨
野
書
院
、
５
月

○
「
十
一
章

近
代
演
劇
」『
大
正
文
学
史
』

晃
洋
書
房
、

月
11

○
「
売
ら
れ
る
娘
の
物
語
䢣
『
た
け
く
ら

べ
』
試
論
䢣
」『
弘
前
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

３
月

吉
岡
由
紀
彦

○
「
『
枯
野
抄
』
覚
書
䢣
作
中
人
物
の
語
ら

れ
方
を
中
心
に
䢣
」
『
近
代
文
学
論
創
』
６

月○
「
芥
川
龍
之
介
と
『
第
二
回
高
原
夏
期

大
学
』
䢣
参
加
の
経
緯
と
講
義
内
容
概
観

䢣
」
『
大
阪
産
業
大
学
論
集
〈
人
文
科
学

編
〉
』

月
10

ワ
行
の
部

渡
邊
ル
リ

○
「
〈
蠱
疾
〉
と
〈
か
め
れ
お
ん
〉
䢣
『
か

め
れ
お
ん
日
記
』
序
論
䢣
」
『
東
大
阪
短
期

大
学
紀
要
』
３
月

和
田
博
文

○
『
古
代
の
幻

日
本
近
代
文
学
の

奈
<

良

』
（
共
編
）
世
界
思
想
社
、
４
月

>
○
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
誌
の
調
査
」
『
日
本
近

代
文
学
館
』
５
月

○
「
前
衛
詩
誌
と
村
山
知
義
䢣
一
九
二
四

～
一
九
二
五
」
『
彷
書
月
刊
』
６
月

○
「
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
䢣
高
樹
の
ぶ
子
『
イ

ス
タ
ン
ブ
ー
ル
の
闇
』
」
『
世
界
遺
産
と
都

市
』
風
媒
社
、
６
月

○
「
山
本
芳
明
著
『
文
学
者
は
つ
く
ら
れ

る
』
」
『
日
本
文
学
』
７
月

○
「
芥
川
の
上
海
体
験
」
『
国
文
学
』
９
月

○
「
散
歩
」「
ス
ポ
ー
ツ
」『
堀
辰
雄
事
典
』

勉
誠
出
版
、

月
11

○
『
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
・
日
本
シ
ュ
ー
ル
レ

ア
リ
ス
ム

シ
ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
ム
基

15

本
資
料
集
成
』
（
単
編
）
本
の
友
社
、

月
12

○
「
都
市
」
『
解
釈
と
鑑
賞
別
冊

坂
口
安

吾
事
典
〔
事
項
編
〕
』

月
12

○
「
東
ア
ジ
ア
地
域
の
日
本
近
代
文
学
－

李
征
著
『
表
象
と
し
て
の
上
海
』
」
『
横
光

利
一
文
学
会
会
報
』
２
月

○
「
近
代
詩
と
現
代
詩
の
境
域
䢣
『
平
戸

廉
吉
詩
集
』
を
鏡
と
し
て
」
『
日
本
現
代
詩

歌
研
究
』
２
月

○
『
文
学
で
た
ど
る
世
界
遺
産
・
奈
良
』

（
共
編
）
風
媒
社
、
２
月

○
「
パ
リ
を
鏡
と
し
て
日
本
近
代
を
読
む
」

『
機
』
３
月

○
『
言
語
都
市
・
パ
リ

1
8
6
2
-
1
9
4
5

』（
共

著
）
藤
原
書
店
、
３
月

和
田
芳
英

○
『
ロ
シ
ア
文
学
者
昇
曙
夢
＆
芥
川
龍
之

介
論
考
』
和
泉
書
院
、

月
11

○
「
ロ
シ
ア
芸
術
と
の
コ
レ
ス
ポ
ン
ダ
ン

ス
䢣
志
賀
の
場
合
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺

䢣
」
『
国
文
学
解
釈
と
教
材
の
研
究
』
４
月

（
文
責

宮
川

康
）

もう御覧になりましたか？

ホームページは http://www5c.

biglobe.ne.jp/~kindai/

メールアドレスは mailto:kan

saishibu@mri.biglobe.ne.jp

皆様のアクセスを、心よりお待

ちしております。


